
問題作成の基本的な考え方

各設問の正答率や誤答の状況から課題の有無を把握し，学習指導の改善・充実を図る

ことができるよう，特に，次の点に配意して作成。

① 学習指導要領の理念・目標・内容等に基づくものとし，小学校の調査問題について
は小学校第５学年までに，中学校の調査問題については中学校第２学年までに十分に
身に付け，活用できるようにしておくべきと考えられるものを，各領域等からバラン
スよく出題すること。

② 主として「知識」に関する問題（Ａ）と主として「活用」に関する問題（Ｂ）を
作成すること。

③ 教員による指導方法の改善や児童生徒の学習改善・学習意欲の向上等につながる
よう，学習指導上特に重視される点や身に付けるべき力を具体的に示すメッセージ
となる問題を出題すること。

④ 児童生徒が時間的余裕を持って解答に取り組むことができるよう，問題の分量が，
調査時間（解答時間）に照らして適切なものとなるよう努めること。

⑤ 「４年間のまとめ」(※)で指摘した課題や平成２４年度～２９年度調査で見られた
課題を踏まえた問題も出題すること。
（国語，算数・数学：１７８問中 ６４問 (約３６％) ）

※ 国立教育政策研究所において，平成19～22年度の４回の調査結果を分析して，成果と課題を整理した報告書
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資料１－２



Ａ 書いた文章を読み直す（春休みの出来事）

出題の趣旨

特徴的な問題例 （小学校国語Ａ）

 文の中における主語と述語と
の関係などに注意して，文を正
しく書くことができるかどうかを
みる。

５

正答

2

選んだ文の番号・・・・・・ ④

（例）
反省点は，用具の手入れをあまりしなかったことです。

問題の概要

【春休みの出来事の一部】の中で，
- - - - - -部と 部とのつながりが
合っていない文を選択し，正しく書き
直す。



特徴的な問題例 （小学校国語Ｂ）

Ｂ 献立を推薦する文章を書く（「かみかみあえ」）２
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出題の趣旨

 目的や意図に応じ，文章
全体の構成や表現を工
夫して，推薦する文章を
書くことができるかどうか
をみる。

一 「かみかみあえ」についての【おすすめする文章】の
最初の部分に のように書いた理由として適切
なものを選択する。

二 【おすすめする文章】の に，むし歯を防ぐ効果
について，【保健室の先生の話から分かったこと】を取
り入れて詳しく書く。

三 【紹介する文章】を基にして【おすすめする文章】を書
くときの工夫として適切なものを選択する。

正答

一 ２

二 （例）
するめが入っていて，よくかんで食べる
こんだてです。よくかむため，だ液がたくさん
出て，口の中をきれいに保つので，むし歯に
なりにくいのです。

三 ３

問題の概要
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出題の趣旨

特徴的な問題例 （小学校算数Ａ）
Ａ 単位量当たりの大きさ４

正答問題の概要
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 異種の二つの量の関係として捉えられる数
量 について，その比べ方や表し方を理解し
ているかどうかをみる。

（１） ２

（２） １

（１） 面積がそろっている㋐と㋑の二つのシート
の混み具合について，正しいものを選ぶ。

（２） ㋒と㋓の二つのシートの混み具合を比べる
式の意味について，正しいものを選ぶ。



特徴的な問題例 （小学校算数Ｂ）

Ｂ 論理的，発展的な考察と数学的な表現（九九の表）４
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出題の趣旨

 算数の問題場面から見いだした数量の
関係を基に，論理的，発展的に考察し，
数学的に表現することができるかどうか
をみる。

• 論理的に考察したことを，式を用いて表
現すること。

• 発展的に考察したことを，数学的に表現
すること。

正答問題の概要

（１） 「32，40」の二つの数の和が９の
段の数になるわけを，分配法則を
用いた式に表す。

（２） 横に並んでいる七つの数について，
示された表現方法を適用して書く。

（１） ㋐ ４×８＋５×８
㋑ （４＋５）×８

（２） （例）
横に並んでいる７つの数「４，６，８，10，12，14，
16」の和70は，真ん中の数10の７倍になってい
ます。



8

特徴的な問題例 （小学校理科）

エネルギーに関する問題
（２）（３）実験結果の見通しを伴った解決の方向性の構想，より妥当な考えへの改善（電流の向きと大きさ）

３
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 電流の流れ方について，予想が確かめられた場合に得られる結
果を見通して実験を構想できたり，実験結果から電流の流れ方に
ついて，より妥当な考えに改善できたりするかどうかをみる。

正答

（２） ２

（３） １

問題の概要

出題の趣旨

（２） 回路を流れる電流の流れ方について，自分の考えと異なる
他者の予想を基に，検流計の針の向きと目盛りを選ぶ。

（３） 回路を流れる電流の向きと大きさについて，実験結果から
考え直した内容を選ぶ。
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特徴的な問題例 （小学校理科）

エネルギーに関する問題
（４）学んだことを基にしたものづくりへの適用（太陽の１日の位置の変化と光電池）

３
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 太陽の１日の位置の変化と光電池に生じる電流の変化の関係を
目的に合ったものづくりに適用できるかどうかをみる。

正答

（４） ４

問題の概要

出題の趣旨

（４） 目的の時間帯だけモーターを回すため，太陽の１日の位置
の変化に合わせた箱の中での光電池の適切な位置や向きを
選ぶ。
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特徴的な問題例 （中学校国語Ａ）

Ａ 伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項８

出題の趣旨

 慣用句の意味を理解しているかどうかをみる。
 目的に応じて文の成分の順序や照応，構成を考えて適切な文を
書くことができるかどうかをみる。

四１ 「心を打たれる」の意味として適切なものを選択する。

四２ 「心を打たれた。」を文末に用いた一文を，主語を明らかに
し，「誰（何）」の「どのようなこと」に「心を打たれた」のかが
分かるように書く。

正答

四１ ２

四２ （例）
私は，スポーツ選手の努力する姿に（心を打たれた。）

問題の概要



Ａ 慣用句の意味を理解し，使う

出題の趣旨

特徴的な問題例 （小学校国語Ａ）

 日常生活で使われている慣用句の意味を理解
し，使うことができるかどうかをみる。

６

正答
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ア ３

イ １

問題の概要

慣用句の意味と使い方として適切な
ものを選択する（心を打たれる）。



特徴的な問題例 （中学校国語Ｂ）

Ｂ 資料を作成して発表する（ロボット）２
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出題の趣旨

 質問の意図を捉えることができるかどうかを
みる。

 話の展開に注意して聞き，必要に応じて質問
することができるかどうかをみる。

 全体と部分との関係に注意して相手の反応を
踏まえながら話すことができるかどうかをみる。

一 二人の質問の意図として適切な
ものを選択する。

二 二人に続いてする質問を書く。

三 ロボットに期待することを述べて
発表をまとめる際の話の進め方
として適切なものを選択する。

正答

一 ２

二 （例）
山川さんは，人型と動物型のどちらの
ロボットをおばあさんに贈りたいと思った
のですか。

三 １

問題の概要
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特徴的な問題例 （中学校数学Ａ）

Ａ 最頻値の意味・中央値の求め方14

16

出題の趣旨

 最頻値の意味を理解しているかどうかをみる。

 与えられた資料について，代表値を求めることができるかどう
かをみる。

正答

問題の概要

（１） オ

（２） ４７（回）

（１） 生徒３５人の靴をサイズごとに調べ，最頻値が２５.５cm
だったことについて，必ずいえる記述を選ぶ。

（２） 反復横とびの記録の中央値を求める。



出題の趣旨

特徴的な問題例 （中学校数学Ｂ）

Ｂ 構想を立てて説明し，問題解決の過程を振り返って考えること（３つの計算）

正答問題の概要
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２

 事象を数学的に考察する場面
で， 次のことができるかどう
かをみる。

• 事柄が成り立つ理由を，構想
を立てて説明すること。

• 問題解決の過程を振り返って
考え，成り立つ事柄を数学的
に表現すること。

（１） はじめの数が１０のときの計算結果を
求める。

（２） はじめの数としてどんな整数を入れて
計算しても，計算結果はいつでも４の
倍数になる説明を完成する。

（３） 計算の順番を入れ替えたものを選択し，
その計算結果が何の倍数になるかを求
める。

（１） ２８

（２） （例） ４（n－３）
n－３は整数だから，４（n－３）は４の倍数である。
したがって，はじめの数としてどんな整数を入れても，
計算結果はいつでも４の倍数である。

（３） ア
４（の倍数）



出題の趣旨

特徴的な問題例 （中学校理科）

ファラデーの「ロウソクの科学」を科学的に探究する（化学的領域）

正答問題の概要
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４

 図書便りに紹介されていたファラデーの
「ロウソクの科学」を読んで，ガスバーナー
を使った燃料を科学的に探究する場面に
おいて，実験器具の操作や化学変化と
原子・分子，条件制御の知識・技能を活用
することができるかどうかをみる。

（１） ガスバーナーの空気の量を調節する
場所を指摘できる。

（２） 炎の色と金網に付くススの量を調べる
実験を計画する際に，「変えない条件」
を指摘できる。

（３） 化学変化を表したモデルを検討して改善し，
原子や分子のモデルで説明できる。

（１） ア

（２） （例）
金網の位置

（３） ◎◎◎◎◎◎



出題の趣旨

特徴的な問題例 （中学校理科）

発熱パックを科学的に探究する （化学的領域）

正答問題の概要
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８

 火を使わないで発熱する商品の仕組
みを科学的に探究して実験ノートにまと
める場面において，化学変化と熱につ
いての知識と問題解決の知識・技能を
活用することができるかどうかをみる。
また，探究の過程を振り返り，新たな
疑問をもち問題を見いだし探究を深め
ようとしているかどうかをみる。

（１） アルミニウムの原子の記号の表し方についての知識を
身に付けている。

（２） 発熱パックに入っているアルミニウムが水の温度変化に
関係していることを指摘できる。

（３） 探究の過程を振り返り，新たな疑問をもち問題を見いだし
探究を深めようとしている。
アルミニウムは水の温度変化に関係していることにつ
いての新たな問題を見いだすことができる。

（１） イ

（２） X・・・・・・ ア
Y・・・・・・ イ

（３） （例）
アルミニウムはどの物質と
反応して温度が上昇してい
るのか。


